
令和２年３月２０日 

事務室 阿部 博 

高等教育段階の教育費負担軽減新制度認定要件に係る 

学校自己評価委員会及び学校関係者評価委員会の設置について 

 

＜設置目的＞ 

平成 20年度に学校教育法施行規則が改正となり、専門学校による学校自己評価

の実施が義務化され現在本校でも学校自己評価を実施しております。 

今回の新制度導入に伴い、認定校の必須要件に学校関係者評価を実施、公表が義

務付けられております。その為、学校評価委員会を設置し学校自己評価をもとに

学校関係者評価を今年度より実施することを目的とします。 

 

＜委員会構成＞ 

●学校自己評価委員会 

・委員 理事長・校長、理事 法人室長 副校長 教頭 2名 事務長 

・役割 自己評価項目の検討、現状・課題の把握と改善策の検討・実施、報告書

の作成と公表方法の検討他 

●学校関係者評価委員会 

・委員 2名(自動車業界関係者他)  

・役割 学校自己評価の結果についての審議と今後の学校運営に対する意見等

を具申、報告書の作成と公表方法の検討他 

●両委員会事務局 事務室 

 

＜今年度評価対象期間＞ 

平成 31年 4月 1日～令和２年 3月 31日 

 

＜実施方法・公表方法＞ 

学校関係者評価に実施にあたっては、学校関係者評価委員会の皆様に学校自己

評価委員会で検討された学校自己評価の結果について事務局より説明し、評価

結果に対するご意見をいただき報告書としてまとめていきます。ご意見等は今

後の教育活動や学校運営の改善に活かし、教育水準の向上に努めることとし、ホ

ームページに掲載、公表します。 

 

 



学校法人角川学園 専門学校花壇自動車大学校 

第 1回学校関係者評価委員会のご案内 

 

■日時／令和 2年 3月 25日(水) 13 時～14時 

■場所／専門学校 花壇自動車大学校 ２階会議室 

仙台市青葉区花壇 8-1 

■出席者／ 

＜学校関係者評価委員＞ 

・株式会社カダン 花壇自動車学校 

校長 小野寺 賢一 

・有限会社イースタンユニオン 

代表取締役 牛崎 照男 

＜学校事務局＞ 

・学校法人角川学園 専門学校 花壇自動車大学校 

理事長・校長 角川 重博 

・学校法人角川学園 専門学校 花壇自動車大学校 

理事 鮱名 滿 

・専門学校 花壇自動車大学校 

法人室長 幸田 和明 

・専門学校 花壇自動車大学校 

事務長 阿部 博 

 

■次第／ 

１ 開会 

２ 委員紹介 

３ 自己評価の結果について説明 

４ 自己評価の結果について審議 

５ 閉会 

 

 

 

 

 



平成 31 年度の学校自己評価に対する学校関係者評価報告書 

 

■日時／令和 2年 3月 25日(水) 13 時～14時 

■場所／専門学校 花壇自動車大学校 ２階会議室 

仙台市青葉区花壇 8-1 

■参加者／ 

＜学校関係者評価委員＞ 

・株式会社カダン 花壇自動車学校 

校長 小野寺 賢一 

・有限会社イースタンユニオン 

代表取締役 牛崎 照男 

＜学校事務局＞ 

・学校法人角川学園 専門学校 花壇自動車大学校 

理事長・校長 角川 重博 

・学校法人角川学園 専門学校 花壇自動車大学校 

理事 鮱名 滿 

・専門学校 花壇自動車大学校 

法人室長 幸田 和明 

・専門学校 花壇自動車大学校 

事務長 阿部 博 

 

■次第／ 

１ 開会 

２ 委員紹介 

３ 自己評価の結果について説明 

４ 自己評価の結果について審議 

５ 閉会 

 

＜審議内容と委員からのご意見＞ 

１教育理念・目標 

教育理念・目標については明確化されている。但し、職員に関しては概ね周知さ

れているが、生徒、保護者については周知する努力が必要と考える。日々の授業

の中で意識の向上を図っていただきたい。 

 

２学校運営 



今のところはあまり問題点は見当たらないが、課題にある通りコミュニケーシ

ョンを密にし、情報の共有、相互に研鑽を図っていただきたい。 

 

３教育活動 

教育目標、教育課程編成、成績基準等も明確であり特に問題が無いと思われる。 

職員の一層のスキルアップ、キャリアアップを希望する。 

 

４学習成果 

社会そして関連企業が求めている人材を育成する点にもう少し力を入れていた

だきたい。また学習と同時に生徒のメンタル面での指導を工夫して欲しい。 

 

５学生支援 

国の高等教育支援について生徒、保護者への周知を図ってもらいたい。企業側の

要望を取り入れ就職支援についても一層の努力を図っていただきたい。 

 

６教育環境 

現在教育環境整備については問題ないと思われる。今後も社会ニーズに合った

設備、人材の確保に努力していただきたい。 

 

７学生の受け入れ募集 

少子化の影響があり他校同様苦戦をしているが、留学生の受け入れをはじめ努

力の跡が伺える。今後も学校の独自性をピーアールして入学生を増やすよう努

力していただきたい。 

 

８財務 

財務状況は適正に評価されており妥当であると思う。尚、職員にも予算管理等の

意識向上を図ることが必要と考える。 

 

９法令等の遵守 

報告の通り適正に遵守されているものと思われる。 

 

１０社会貢献・地域貢献 

現状では職員、生徒とも様々な活動の中で貢献をしているので良い状況と思わ

れる。なお一層活動の幅を広げていただきたい。 

 

 



１１国際交流 

まだ国際交流的な事案が無いので、仙台市とも連携の上活動方法を検討してい

ただきたい。 

 

１２その他 

留学生の増加に伴う地域住民との関係を注視する。 

自己評価に対する職員の意識向上を図るようお願いしたい。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


